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　前方が山に千馬山城跡が展開する



　説明坂がある



　　　　別名、龍ケ谷城跡/埼玉県選定重要遺跡





　　　　　　　ここを進んで行く



　　　　　　この左手の山上に千馬山城跡が展開する



　　　　　少し進むと左手の民家の脇に登城口がある/道路脇に標示板がある



　　これがそれ



　　　　　　ここから入って行く



　　左手に御堂があり、その前にはベンチが置いてある





ここを登って行く



　　　　前方にまた、御堂がある





　　　ここを右手に廻り込んで行く





　さあ、ここからいよいよ千馬山城跡を目指す/この道は下記縄張図の「西の尾根道」



千馬山城跡（龍ケ谷城跡）縄張図/埼玉県選定重要遺跡/皆野町教育委員会

西の尾根道→肩の郭→物見郭→腰郭Ⅰ、Ⅱ→主郭→西北の尾根道→二の郭→三の郭→北東の二重堀→東の郭の順で見てみよう



　　　「西の尾根道」を登って行く



　　　　　　こんな感じで進む



　　　　　すると、まず一寸した堀切状のところがある



　　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　　右手を見たところ



　　更に進む



　　　　　ここは二番目の堀切か



　　そこを通過して振り返ったところ



　　更に進む



　ここは少し窪んだ平場となっている



　　　　　そこを通過して振り返ったところ/この辺りは「門跡」とされるところか



　更に進むと前方に堀切が見えてくる



　　堀底と土橋を見たところ/左手に石積み遺構が見られる



　　　　　　正面が石積み遺構



　　　　　　アップで見たところ



　　　　　　右手から左手に堀底と土橋を見たところ



　　その先は竪堀となって下っている



　　堀切を越えて振り返って見たところ



　　更に進む



　また、堀切がある/土橋を見たところ



　　　　左手の竪堀を見たところ



　　　　右手を見たところ/堀切の先は平場となっている



　　　　こんな感じ/前方は「腰郭Ⅱ」のエリアのようだ



　　　これは堀切を越えて振り返って見たところ/右手は竪堀、左手は「腰郭Ⅱ」のエリアに続いている



　　　　　その左手を見たところ



　　　右手の竪堀を覗いたところ



　　さて、ここを登ると平場となっている



　　　　ここが「肩の郭」/東側から西方向に見たところ



　　南東側から北西方向に見たところ



　南西方向を見ると尾根が延びている



　　　ここにも堀切と土橋がある



左手を見たところ/竪堀となって下っている



　堀切を越える



　　　振り返って土橋を見たところ



　　　　　　　左手を見たところ



　　　さて、この平場は「物見郭」



　　　　　　ここが南西先端部



　　その先は急峻な崖となっている



これは振り返って「物見郭」を見たところ



　　　そこから南方向を見ると正面に最初に説明坂が立っていた場所が見える



　　　　さて、これは「肩の郭」の東側下にある「腰郭Ⅰ」



前方まで続いている/左上が「肩の郭」



　　　　　　これは「腰郭Ⅰ」の東側下にある「腰郭Ⅱ」



　　　さて、「肩の郭」から更に北西方向に登って行こう



　　　この先を右手に折れて登る



　　こんな感じ



　　　斜面にはこんな岩盤が露出



　　　今度は左手に折れて登る



少し開けてきた



　　　　振り返って見たところ/この左手に竪堀があった



　　こんな具合



　　その竪堀を正面から見たところ



　　　　　さて、更に登ると大きなマウンドが見えてきた/このマウンドが「主郭」/右手は「二の郭」



　　　　　　左手に行き先表示板が立っている/「主郭」の下は堀になっている





　　これは右手のその横堀とその手前の土塁を見たところ



　　　こんな感じ/左手が「主郭」



　　　　これは前方に行って振り返って横堀を見たところ



　さて、前方の「主郭」へ登ってみよう



　　　これは振り返って見たところ



　　　　　ここが「主郭」/説明坂が立っている/その左下に崩れた石祠がある



　　　　左手を見ると一段高くなっている/小祠が見える



振り返って見たところ/「主郭」への虎口



　　　　説明坂



　　　　　　これが崩れた石祠



　　　これは左手の一段上の小祠



　　　　　　アップで見たところ



　　　　一段高くなった所から下の「主郭」を見たところ/南東方向を見たところ



　　　これは「主郭」から南東下の「二の郭」を見たところ



　　さて、これは「主郭」から続く「西北の尾根道」を見たところ



　　堀切がある



　　　　堀切の前方を見たところ



　　　　　　　堀底を見たところ



　　堀切を越えて振り返って見たところ



　　尾根の前方は平場となっている



　　　更に先端はここで急峻な崖となっている/地面にトラロープが這っている



　　　　　トラロープの先はやはり急峻な崖となっている



　　振り返って「主郭」方向を見たところ



　　さて、これは「二の郭」/北側から南方向に見たところ



「二の郭」は平坦ではなく、南東方向に下がり気味になっている



　　これはその南東方向下にある横堀



横堀は北東方向に延びている/左手は「二の郭」/右手の下には「三の郭」があるようだ



　　　　横堀は折れを伴いながら、北方向に延びている



　　　　前方にマウンドが見える



　　こんな感じ/左手は「二の郭」、右手は北東に続く尾根



　　　　　　横堀は北東に続く尾根の堀切となっている



　　こんな具合



　　その先は竪堀となって下っている



　　これはその方向を見上げたところ



　　　振り返って堀切を見たところ



　　　　　　右手を見上げたところ/この上は「二の郭」



　　　　左手を見上げたところ/こちらは北東に続く尾根



　　　この尾根の先にある北東の二重堀へ進んでみよう



　　　　　　　北東方向に進む



　この辺りも一寸した平場になっている/この先に堀切がある



　　　　　二重堀切となっている



　　　　　　　一つ目の堀切を右手の竪堀から見たところ/左手が今来た方向



　　　　前方の堀底を見たところ



　　その先は急峻な崖となっている



　　　そこで振り返って見たところ



　　この先は竪堀として下っている



　　　これは一つ目の堀切を越えて振り返って見たところ



　　これは二つ目の堀切を見たところ



　　　　　　一つ目の堀切を右手から左手に見たところ



　　その先は急峻な崖となっている



　　そこで振り返って土橋を見たところ



　　　　　　この先はこのように竪堀として下っている



　　　これは二つ目の堀切を越えて振り返って見たところ



　　　　　さて、更にその先を見ると少し下がっていく



　　この先にも若干の平場があるように見えるが、城域としてはここまでのようだ



さて、「二の郭」南東下の横堀へ戻り、「三の郭」及び「東の郭」を見てみよう/これは横堀の南東下にある平場で、これは「三の郭」
の一部であろうか/平場がひな壇のようになっている



　　竪堀となっているのであろうか



こんな感じで藪化していて判然としない



　　竪堀らしき部分を見上げたところ



　　　　　これは南西寄りにある竪堀と思われる部分



　　　　　　その先を見たところ



　　　　　下の方に平場があるようだ/「東の郭」のエリアであろうか/時間切れで下山することとした



　　　南側から千馬山城跡の一角を見たところ/正面手前の辺りが「麓の郭」か
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